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全く あまり どちらかと とても
重要でない 重要ではない いうと重要 重要
１ 礼儀、身だしなみ、マナー
明るく挨拶ができる。……………………………………………１ ２ ３ ４
状況に応じた身だしなみを整えることができる。……………１ ２ ３ ４
２ 社会人としてのコミュニケーション能力
周囲の人と適切な言葉遣いで話ができる。……………………１ ２ ３ ４
職場の教職員と協調して仕事ができる。………………………１ ２ ３ ４
３ 仕事に対する意欲、積極性、行動力
仕事に対して積極的な態度で臨む。……………………………１ ２ ３ ４
必要なことをすぐに行動に移すことができる。………………１ ２ ３ ４
４ 自己を省みて、高めようとする研究心
疑問点、課題の解決に努めようとする。………………………１ ２ ３ ４
自己評価を行い、次の実践に活かすことができる。…………１ ２ ３ ４
５ 仕事に対する責任感
自分自身の健康管理ができる。…………………………………１ ２ ３ ４
時間や約束を守る。………………………………………………１ ２ ３ ４
自分の担当した仕事を最後までやり遂げる。…………………１ ２ ３ ４
６ 指導計画を立案、実践する能力
子どもの発達に即した指導計画を立案することができる。…１ ２ ３ ４
指導計画に基づいた準備を行い、実践することができる。…１ ２ ３ ４
７ 子どもの理解と、子どもとのコミュニケーション能力
子どもの興味を引きつけながら、
保育を進めることができる。………………………………１ ２ ３ ４
子どもに共感しようとする姿勢を持ち、
適切なかかわりをすることができる。……………………１ ２ ３ ４
子どもについてよく観察しており、
子どもの正しい理解に努める。……………………………１ ２ ３ ４
８ 適切な環境をつくり、運営する能力
保育に必要な環境を整備し、整頓や美化を
積極的に行うことができる。………………………………１ ２ ３ ４
クラス全体の指導を進めながら、
個人に応じた指導ができる。………………………………１ ２ ３ ４
９ 基礎技能
時事問題、一般教養についての基礎的な知識がある。………１ ２ ３ ４
図画工作、音楽、体育など実技系の基礎的な技能を持つ。……１ ２ ３ ４
10 文章能力
要点をとらえ、正しい文章を書くことができる。……………１ ２ ３ ４
文章を読解し、内容を適切に把握できる。……………………１ ２ ３ ４
11 保育に関する創造性や工夫
多様な発想や工夫を保育に活かすことができる。……………１ ２ ３ ４
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480－ －
まとめ
短大生と幼稚園教諭を対象とした保育者の資質につ
いての意識調査から、保育者の資質として挙げられた、
礼儀、社会人としてのコミュニケーション能力、意欲、
研究心、責任感、計画立案、子ども理解、環境設定、
基礎技能、文章能力、創造性、といった内容何れの重
要性においても、短大生、幼稚園教諭双方から高い評
定値が示された。しかし、回答動向の検討の結果、１
年生は挙げられたすべての資質に一様に高評価をする
傾向が見られ、保育者の資質をそれぞれ具体化して思
考することが難しいということが示唆された。また、
幼稚園教諭が社会人としてのコミュニケーション能力
を重視しているのに対し、短大生には、１、２年生共
にこの傾向は認められなかった。これらのことから、
保育者養成にあたっては、保育者の資質として求めら
れるものはどのようなものか、学生が保育業務内容を
質・量両面から具体的に把握できるようになる働きか
けが、より早い時期から必要となろう。また、社会人
としてのコミュニケーション能力の必要性の認識向上、
能力自体の向上を意図的に行っていく働きかけの重要
性も示唆されたことから、今後そのような視点での教
育内容を考慮していく必要があろう。
本研究においては、１年生と２年生の結果の比較も
行ったが、調査時期は各学年の修了間近の時期であっ
た。更に、短期大学で学習を始めたばかりの時期で得
られた結果との比較を行うことで、１年生と２年生の
意識の相違点がより明らかになることが期待される。
また、本研究の調査対象者の１年生と２年生は異なる
対象者であったが、同一の対象者が、保育に関する学
習を進めていく中でどのような保育観を示すのかを縦
断的に検討することで、短大生の保育観に対する更な
る理解が可能になることが期待される。今後の研究課
題としたい。
引用文献
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SUMMARY
HideoTAKAKUWA,
ShogoHAMADA,
YukoOHTA,
YoshioHANADA:
Thepurposeofthisstudywastoinvestigatetheconsciousnessabout“thecompetencerequiredofchild-
caretaker”thejunior-colege-studentsthought,andcontributetothesubstantialprofessionaleducation.The
subjectsofquestionnairewere233junior-colege-studentsand30kindergarten-teachers.
Theresultsweresummarizedasfolows:
(1)Boththejunior-colege-studentsandthekindergarten-teachersshowedthehighassessment-scoreofalitems;
courtesy,abilityofcommunicationasworkingadults,eagerness,inquiringmind,senseofresponsibility,planning
acurriculum,comprehensionofchildren,preparinganenvironment,basicskil,writingabilityandcreativity.
(2)Thefirst-yearstudentstendedtoshowthehighassessment-scoreofalitemssimilarly.Itwassuggestedthatit
wasdificultforthemtothinkthecompetenceofchild-caretakerconcretely.
(3)Thoughthekindergarten-teachersregardedtheabilityofcommunicationasworkingadultsasimportant,neither
thefirst-yearnorthesecond-yearstudentsshowedthetendency.
(UyoGakuenColege)
TheResearchontheConsciousnessabout“TheCompetenceRequiredofChild-Caretaker”
theJunior-Colege-StudentsThink
－TheComparisonbetweentheJunior-Colege-Students’Consciousness
andtheKindergarten-Teachers’One－
